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特定非営利活動法人
両育わーるど
理事長

重光喬之さん

大
切
な
福
祉
の
世
界
に

も
っ
と
外
の
空
気
を
入
れ
よ
う

現
在
、
日
本
に
は
、
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
が
約
７
４
４
万
人

※
１

、
指
定
難
病
受
給
者
証
を
持
っ
て

PO
SSIBILITY

事
業
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
私
は
も
と
も
と
福
祉
に
ま
っ
た
く

接
点
が
な
く
、
19
歳
の
と
き
に
友
人

に
誘
わ
れ
て
初
め
て
知
的
障
害
児

（
者
）の
通
所
訓
練
施
設
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
建

前
の
な
い
真
っ
す
ぐ
な
こ
ど
も
た
ち

と
出
会
い
、
か
か
わ
り
合
い
、
学
び

の
連
続
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
大
学

生
の
間
も
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
通
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
福
祉
は
非
常
に
大
切
な
分

野
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
や
社
会
の

受
け
入
れ
が
乏
し
い
た
め
に
閉
鎖
的

で
あ
る
こ
と
が
も
ど
か
し
く
、
も
っ

と
外
の
空
気
が
入
れ
ば
よ
い
の
に

…
…
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
、
同
法
人
理
事
長
の
重
光
喬

之
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

そ
こ
で
32
歳
の
と
き
に
、
福
祉
の

現
場
に
は
学
び
の
価
値
が
あ
る
こ
と

い
る
人
が
約
１
０
５
万
人
※
２

、
そ
の

他
希
少
疾
患
や
難
治
性
慢
性
疾
患
を

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
以
外

の
人
た
ち
と
の
接
点
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
同
法
人
を
設
立
。
当
初
は

知
的
障
害
児（
者
）の
支
援
を
中
心
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
障
害

者
・
難
病
者
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

疑
似
体
験
の
機
会
な
ど
を
提
供

就
労
調
査
・
分
析
に
も
尽
力

同
法
人
の
立
ち
上
げ
当
初
、
重
光

さ
ん
は
自
身
の
経
験
か
ら「
療
育（
囲

み
参
照
）指
導
は
、
支
援
し
て
い
る

側
に
も
多
く
の
学
び
を
与
え
て
く
れ

る
」こ
と
を
伝
え
る
べ
く
、
企
業
の

社
員
研
修
と
福
祉
施
設
を
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
社
員
に

と
っ
て
は
人
と
の
向
き
合
い
方
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
機
会
に
、

障
害
児（
者
）に
と
っ
て
は〝
い
つ
も
の

人（
指
導
者
）〟以
外
と
の
か
か
わ
り

が
自
負
の
育
み
に
、
療
育
指
導
者
に

持
っ
て
い
る
人
が
約
７
０
０
万

人
※
３

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。特

定
非
営
利
活
動
法
人
両
育

わ
ー
る
ど
は
、
そ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
て
、
障
害
や
難
病
の

あ
る
人
と
な
い
人
が
互
い
に
学

び
、〝
知
ら
な
い
を
知
る
〟「TH

IN
K U

N
IV

ERSAL

事
業
」

と
、
障
害
や
難
病
の
あ
る
人
た

ち
に
向
け
て
仕
事
や
生
活
、
生

き
方
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
選
択

肢
を
増
や
し
、〝
社
会
参
加
を

も
っ
と
身
近
に
す
る
〟「TH

IN
K 

▲相互理解を深める機会を提供

※1：2022年度福祉行政報告例および衛生行政報告例
※2：2022年度衛生行政報告例
※3：�国内に公的調査なし。受給者証未所持の指定難病を含む。患者数は、米国の希少疾病患法による

疾患人口比率より算出（両育わーるど）
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お話
を伺ったのは

障
害
者
・
難
病
者
支
援

障
害
者
や
難
病
者
を
知
る
機
会
を
つ
く
り

就
労
や
生
活
の
選
択
肢
拡
大
に
努
め
る

第4回

独居高齢者やひきこもりの人、こどもやワンオペの保
護者など――社会や地域、学校、職場などで孤立し
ている人たちは、何かあったときに頼れる人がいな
い場合があります。そうした人たちを支援する取り組
みや団体にスポットを当てます。

居 場 所 図 鑑
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と
っ
て
は
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
が
ち
な

か
か
わ
り
に
新
し
い
気
づ
き
を
得
る

機
会
に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
義
の
あ

る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

社
会
人
と
こ
ど
も
た
ち
の
時
間
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
法
や

制
度
改
正
の
影
響
も
あ
り
、
３
〜
４

年
で
断
念
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

次
に
着
手
し
た
の
が〝
知
ら
な
い

を
知
る
〟「TH

IN
K U

N
IV

ERS
A

L

事
業
」で
す
。
こ
れ
ま
で
、
障

害
者
や
難
病
者
を「
よ
く
わ
か
ら
な

い
」を
理
由
に
遠
ざ
け
て
い
る
企
業

や
地
域
に
つ
い
て
、
重
光
さ
ん
は
見

聞
き
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
人

た
ち
に
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
、
ポ
ス
タ
ー
を

使
っ
た
啓
発
や
、
障
害
の
疑
似
体
験

の
機
会
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
当

事
者
の
語
り
を
聞
く
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。　

こ
の
事
業
を
経
て
、
障
害
や
難
病

の
あ
る
人
た
ち
の
生
活
の
選
択
肢
を

増
や
し
、
社
会
参
加
を
も
っ
と
身
近

な
も
の
に
す
る
た
め
に「TH

IN
K 

PO
SSIBILITY

事
業
」
も
開
始
。

彼
ら
の
社
会
参
加
を
考
え
る
研
究
会

の
立
ち
上
げ
や
就
労
の
実
態
調
査
・

分
析
、
社
会
参
加
白
書
の
発
行
、
当

事
者
の
悩
み
や
困
り
ご
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
共
有
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
さ
ら
に
、
難
病
者
の
就
労

に
関
す
る
当
事
者
と
企
業
向
け
の
調

査
・
分
析
に
も
力
を
入
れ
、
就
労
事

例
集
を
つ
く
り
企
業
へ
の
認
知
・
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
実
は
、
私
自
身
も
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
難
病
を
発
症
し
ま
し
た
。
当

法
人
に
は
、
私
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な

病
気
や
背
景
の
あ
る
人
た
ち
が
複
数

い
ま
す
。
私
た
ち
は
自
身
が
一
つ
の

就
労
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
く
だ
け
で

な
く
、
た
く
さ
ん
の
事
例
や
デ
ー
タ

を
も
と
に
企
業
や
社
会
に
向
け
て
、

『
難
病
や
障
害
の
あ
る
人
と
働
く
の

は
そ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
じ
ゃ
な
い

で
す
よ
』と
い
う
こ
と
も
伝
え
て
い

き
た
い
。
障
害
や
難
病
が
あ
っ
て
も

な
く
て
も
、
自
分
た
ち
が
生
き
た
い

よ
う
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
発
信
を
し
て
い
き

ま
す
」

▲啓発ポスター ▲疑似体験ツール

療育とは……
障害のあるこどもに対し、身体的・精神的機
能の適正な発達を促し、日常生活および社
会生活を円滑に営めるようにするために行
う、それぞれの障害の特性に応じた福祉的、
心理的、教育的および医療的な援助

20代・男性

難病者は目に見えない症状を抱える人
もおり、自分が気づかないだけで身近

にも難病者がいるのかもしれないという認
識に変わりました。性格や家庭の状況を考
慮した働き方ができるように、難病者も自
身の症状に合わせた働き方ができるように
人々の意識が変わるはずだと信じています。

40代・女性

障害や難病、希少疾患。言葉だけ聞くと、
とても重いことに感じられて、どう

向き合っていいのか難しく感じられるけれ
ど、実際にいろんな方のお話を聞いてみて、
勝手に壁をつくっていたのは自分だったの
だと気づかされました。

50代・男性

両育わーるどの取り組みは、多彩な背
景を持つスタッフがいくつものプログ

ラムを持っており、視野を広げられる活動
です。多様性を必要とするこれからの日本
社会に必要な取り組みだと考えています。

かかわった人の 声

特定非営利活動法人
両育わーるど
設　立：2012年11月12日
所在地：〒150-0002

東京都渋谷区渋谷3-26-16 
第5叶ビル5F　co-ba shibuya内

職員数：32人
URL：https://ryoiku.org/ 

団体概要

Q1 法人名の由来は？

「両育（りょういく）」とは、私たちが活動を通して実感した
想いから生まれた造語です。難病者・障害者とかかわり
手が、支援する・されるの関係ではなく、互いに試行錯
誤しながらかかわり合い、学び合い、育み合って生きてい
くという概念を表しています。

Q2 難病者の就労支援のトピックは？

近年、いろいろな自治体や地方議員の方に関心を持って
もらい勉強会を開催しているのですが、ついに山梨県で
は今年、難病者を対象にした公務員の採用枠が設けら
れ募集がスタートしています（2月公表）。こうした取り組
みが今後どんどん広がっていくことを期待しています。

Q3 読者へのメッセージ

「障害者や難病の人に何て声をかけたらいいかわからない」
「どのような配慮が必要かわからない」などの声を聞きます
が、かかわり方や声のかけ方に正解はありません。また、
配慮の必要がない場合や、部分的（時間や場所など）な対
応でよい場合も多々あります。障害や難病の有無にかかわ
らず、それぞれに事情や背景があるのだから、お互い様の
気持ちで、まずはかかわってみてはどうでしょうか。
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